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54. ｢南北問題と国際緊張-『近代化論』に代わる接近を｣ 『世界』 340号, 1974.3

55. ｢経済発展論一学史的考察1-12｣ 『経済セミナー』 229-242号, 1974.4-1975.3

56. ｢東南アジア経済論-自立への展望とその障害｣ 『世界』 343号, 1974.6

57. ｢資源戦略の新段階一前篇-｣ 『中央公論』 89(6), 1974. 6

58. ｢第四世界の出現(資源戦略の新段階一後-)｣ 『中央公論』 89(7), 1974. 7

59. ｢飢えと人類の未来(展望)｣ 『展望』 190号,筑摩書房, 1974.10

60. ｢中国の印象一三つの主題(最近の中国)｣ 『公明』 149号, 1974.10

61. ｢『批林批孔』の中国を旅して｣ 『潮』 184･185号, 1974.10-ll

62. ｢申臥ま第三世界のモデルとなるか｣ 『中央公論』 89(12), 1974. 12

63. ｢平和研究と南北問題一経済学からの視角(平和研究への一視点〔焦点〕)｣ 『国際問題』 177号,

1974.12

64. ｢中国モデルと第3世界｣ 『中国研究月報』 322号,社団法人中国研究所, 1974. 12.25

65. ｢食糧危機と第3世界一問われる日本の食糧政策｣ 『公明』 153号, 1975.2

66. ｢資源ナショナリズムと日本の対応-資源獲得政策では世界経済の変化に対応できない｣ 『世界

経済評論』 19(5),世界経済研究協会, 1975.5

67. ｢第三世界の経済自立思想-サミール｡アミン『不均等発展』 (思想と潮流)｣ 『朝日ジャーナル』

17(22), 1975. 5. 23

68. ｢新国際秩序の構築と日本の選択一国民の生活を守る戦略とは何か(きびしい日本の経済セ

キュリティ(特集))｣ 『ェコノミスト』 53(37),1975.8.19
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69. ｢開発途上国における技術選択一技術移転と自力更生｣ 『経済評論』 24(9), 1975. 9

70. ｢多国籍企業首脳会見記(『大転換』という視点から(特集))｣ 『中央公論』 90(9), 1975.9

71. ｢資本主義の危機への回答-シェレ-ヌ会議に出席して｣ 『月刊社会党』 225号,日本社会党中

央本部機関紙局, 1975.9

72. ｢資源ナショナリズムと日本の対応(世界経済の混迷と再編成-その現状分析と政策的視角)｣

『国際経済』 26号,国際経済学会, 1975. 10

73. ｢フランス社会主義の方向(転形期の欧州社会主義(特集))｣ 『世界』 359号, 1975. 10

74. ｢核開発と第3世界(完全核軍縮への新しい構想一第25回パグウォッシュ･シンポジウムの記

録(特集))｣ 『世界』 361号, 1975.12

75. ｢かけ声ばかりの三木南北外交一散棄された自主外交路線(どこをめざす三木内閣の経済政策

(特集))｣ 『ェコノミスト』 53(55), 1975.12.16

76. ｢F.ペルーの低開発経済論｣ 『社会科学討究』 21(2),早稲田大学社会科学研究所, 1976. 1

77. ｢主体思想で躍進する北朝鮮経済-中ソと異なる独自路線の展開(流動化する社会主義路線(特

集))｣ 『朝日ジャーナル』 18(2), 1976.1.16

78. ｢朝鮮半島訪問記｣上･下『公明』 166�"167号, 1976.1-2

79. ｢北朝鮮の経済発展｣ 1-4 『世界』 363-367号1976.2-6

80. ｢今日の南北問題-その意義と展望(南北問題と日本の将来(特集))｣ 『公明』 364号, 1976.3

81. ｢多国籍企業の行動と論理((特集)建国200年アメリカの光と影)｣ 『潮』 205号, 1976.7

82. ｢多国籍企業規制の意味一小宮氏の批判に答える｣ 『経済セミナー』 259号, 1976.8

83. ｢日本経済における"資源制約"問題｣ 『早稲田政治経済学維誌』 252号, 1977.10

84. ｢第三世界でぶつかる日米一避けられぬ新国際経済秩序への道(日米経済関係のすべて)｣ 『ェコ

ノミスト』 55(44),1977.10.20

85. ｢新国際経済秩序における援助協力の位置(援助協力の再検討(焦点))｣ 『国際問題』 212号,

1977.ll

86. ｢第三世界と付き合う法一日本の経済援助を点検すれば(どうする袋小路の日本経済(特集))｣

『公明』 189号, 1977.ll

87. ｢直接投資と開発途上国一小宮氏の現代総研『提言』への批判をめぐって｣ 『経済セミナー』 275

号, 1977.12

88. ｢チリ一四年目の顔一自由化と弾圧のはぎまで｣ 『世界』 385号, 1977.12

89. ｢東南アジア諸国工業化の実態参考- "Free Trade Zones & Industrialization of Asia", Spe-

cialissueofAMPO,vol.8,no.4& vol. 9,nos.卜2, 1977から(思想と潮流)｣ 『朝日ジャーナ

ル』 19(50), 1977. 12.9

90. ｢海図なき時代への出発一新国際経済秩序の表と裏｣ 『中央公論』 93(1), 1978. 1

91. ｢新国際秩序と我々の選択-世界不況下の第三世界をみる｣ 『世界』 389号, 1978.4

92. ｢平和研究の発展のために一会長に就任して｣ 『平和研究』 3号,日本平和学会, 1978.5
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93. ｢『四項目』見解に思う〔｢公明新聞｣ 52.3.17より転載〕｣ 『公明』 195号, 1978.5

94. ｢第三世界と軍縮｣ 『世界』 391号, 1978.6

95. ｢"もうひとっの発展"への挑戦一新国際秩序形成への胎動-'68-78年と未来｣『朝日ジャーナ

ル』 20(24), 1978.6. 16

96. ｢新しい情報秩序の可能性を求めて-もう一つのナショナリズムのせめぎあい｣ 『潮』 230号,

1978.7

97. ｢発展途上国の動きと日本経済(シリーズ｡日本経済の進路を問う-2-)｣ 『農業協同組合』 24

(7),全国農業協同組合中央会, 1978.7

98. ｢多国籍企業と新国際秩序｣ 『経済評論』 27(9), 1978.9

99. ｢"もう一つの発展"現実化への模索｣ 『中央公論』 93(9), 1978.9

100. ｢日本対外膨張恩想の成立一西原借款の経済思想｣正田健一郎編『近代日本の東南アジア観』ア

ジア経済研究所, 1978.ll

101. ｢国際関係を見る眼｣ 1-12 『公明』 200号-213号, 1978.10-1979.ll

102. ｢社会党中期経済政策を検討する一参加･分権時代の国際社会と日本｣ 『ェコノミスト』 57(8),

1979.2.27

103. ｢総点検『東京サミット』 -3-南北問題の新展開-先進国に重くのしかかる『新国際秩序』｣

『朝日ジャーナル』 21(23), 1979.6.15

104. ｢三〇〇万人の大学-21-沖縄大学- ``非エリート大学"の心意気｣ 『朝日ジャーナル』 21(9),

1979.8.10

105. ｢経済協力(経済｡時事問答)｣ 『経済セミナー』 296号, 1979.9

106. ｢もうひとっの発展の可能性-日本の場合｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 216号, 1980. 1

107. ｢ポスト石油の中東世界一新国際秩序形成のために｣ 『世界』 413号, 1980.4

108. ｢日本とタイーもうひとっの関係｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 262号, 1980.4

109. ｢新国際秩序の一環としての新情報秩序｣ 『新聞研究』 347号,日本新聞協会, 1980.6

110. ｢八〇年代南北問題の展開と国際協カー先進国の新たな対応の方向を求めて｣ 『世界経済評論』

24(7), 1980. 7

111. ｢女性解放と平和の展望｣ 『世界』 418号, 1980.9

112. ｢新国際経済秩序と内発的発展一自力更生の政治経済学｣ 『平和研究』 5号, 1980.9

113. ｢自力更生の政治経済学一新国際経済秩序における国内資源動員問題について｣ 『経済評論』 29

(10), 1980. 10

114. ｢国際経済秩序の転換と日本経済の進路｣ 『協同組合経済研究月報』 325号,協同組合経営研究

所, 1980.10

115. ｢ナショナリズムへの挑戦…『世界主義』へ進展させる視点は何か(混迷の時代をどう超える

か)｣ 『公明』 227号, 1980.12

116. ｢自力更生の政治経済学一新国際経済秩序における国内資源動員の問題について｣ 『早稲田政治
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経済学雑誌』 265号, 1981. 1

117. ｢アジアの国とことば一近くて遠い国々-アジアを理解する三つの原則｣ 『朝日ジャーナル』 23

(12), 1981.3.25

118. ｢21世紀の世界像と日本外交｣ 『公明』 231号, 1981.4

119. ｢日本の海外投資と発展途上国｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 266-267号, 1981.7

120. ｢世界経済の将来像｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 268号, 1981. 10

121. ｢日本の役割とは何か｣ 『公明』 245号, 1982.6

122. ｢南北問題と平和の戦略｣ 『公明』 258号, 1983.7

123. ｢カリブ海の小国グレナダ訪問記- ``香料の島"から脱却できるか｣ 『ェコノミスト』 61(32),

1983.8.9

124. ｢軍拡競争と第三世界一日本の責務を考える｣ 『世界』 441号, 1982. 10

125. ｢従属理論の新展開-サミール･アミンにおける低開発国の経済自立論｣ 『早稲田政治経済学雑

誌』 270-272号, 1983.10

126. ｢深釧･慶門経済特別区を行く一香港返還･台湾統一への地ならし｣ 『ェコノミスト』 61(42),

1983.10.ll

127. ｢新国際経済秩序の問題点｣ 『経済セミナー』 346号, 1983.ll

128. ｢最近の世界政治経済について｣ 『協同組合経営研究月報』 362号, 1983. ll

129. ｢南南協力と中国｣ 『早稲田政治経済学』 275号, 1983. 12

130. ｢グレナダ報道と真実｣ 『世界』 458号, 1984.1

131. ｢米国の『裏庭』意識に振り回される-カトリック,中道勢力の動きがカギ(中米･カリブ海)｣

『世界週報』 65(1),時事通信社, 1984. 1.3

132. ｢北京南南シンポジウムの意味するもの｣ 『アジア経済旬報』 (1286),社団法人中国研究所,

1984.2.ll

133. ｢地域秩序と平和｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 276-277号, 1984.3

134. ｢国際交流の拠点としての大学｣ 『早稲田フォーラム』 No.44,Winter 1984

135. ｢転換期の中国民族政策｣ 『世界』 466号, 1984.9

136. ｢平和と開発- 『広島･長崎･沖縄』の意味｣ 『平和研究』 9号, 1984.ll

137. ｢第三世界から見た累積債務問題一途上国の発展路線を展望する｣ 『ェコノミスト』 62(53),

1984.12.18

138. ｢日常化した『天災』 -第3世界における開発と貧困｣ 『世界』 471号, 1985.2

139. ｢世界危機と多国籍企業｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 280-281号, 1985.3

140. ｢南北問題の現状と食糧･資源･環境問題｣ 『資料平和経済』 284号,平和経済計画会議, 1985.

4

141. ｢東アジアの緊張緩和へ動く一学術交流活動の発展と東北辺境部訪問｣ 『公明』 285号, 1985.

10
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142. ｢いま求められる地球的協力の理念(フィリピン現地調査)｣ 『朝日ジャーナル』 27(43), 1985.

10.25

143. ｢NICs神話の崩壊｣ 『経済セミナー』 373号, 1986.2

144. ｢フィリピン`85-日本の『援助』を問う｣ 『世界』 485号, 1986.2

145. ｢フィリピン`85-近代化と開発の現実｣ 『世界』 486号, 1986.3

146･ ｢フランス第3共和制の植民地政策-ルロワニボーリューとジュール･フェリィ-｣『社会経済

史学』 52 (2),社会経済史学会, 1986.6.25

147. ｢太平洋協力構想と朝鮮統一｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 287号, 1986.7

148. ｢女性と平和｣ 『女性と文明』聖心女子大学キリスト教文化研究所編,春秋社, 1986.7

149. ｢国連の開発援助機能｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 288号, 1986. 10

150. ｢なぜフィリピンは貧しくて飢えるのか｣ピースボート99編『フィリピンはもっと変わる』第

3書館, 1986.10

151. ｢日本における第三世界研究　総論｣ 『公明』 299号, 1986.12

152. ｢隣国に対する無知｣ 『世界』 496号, 1987.1

153･ ｢ジョーン｡ロビンソンの低開発論｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 289号, 1987.i

154･ ｢西原亀三とその時代一日本対外膨張思想の成立(ビブリオグラフイ)｣ 『早稲田政治経済学雑

誌』 290号, 1987.4

155. ｢開発援助-国際化のもう1つの視点｣久和ひとみと, 『経済セミナー』 389号, 1987.6

156･ ｢いま地域で平和教育を- 『神奈川県平和教育懇話会の協議のまとめ』によせて[含資料] (敬

育と平和)｣ 『教育』 37(7), 1987.7

157. ｢環日本海経済協力を提唱する一芽生えてきた日･中･韓･北朝鮮の交流｣ 『ェコノミスト』 65

1987.9.22

158. ｢経済協力のいくつかの方向｣ 『月刊社会党』 385号, 1988.2

159. ｢債務問題と日本｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 294号, 1988.4

160. ｢国家と経済開発｣ (深瀬忠一編『北海道で平和を考える』北海道大学図書刊行会) 1988. ll

161･ ｢内発的発展論の起源と今日的意識｣ 『内発的発展論』東京大学出版会, 1989

162. ｢NIES,新NIES発展の条件『国際経済』 40号,財団法人学会誌刊行センター, 1989

163･ ｢NIES発表の条件を探る-新しい国際経済秩序をどう形成する｣ 『ェコノミスト』 67(2), 1989.

1.17

164. ｢労働力開国よりも人権開国を-出稼ぎ労働者送り出し国の実情とODA｣ 『月刊社会党』 398

号, 1989.2

165. ｢アジア太平洋諸国の台頭とヨーロッパー強まるNIES,日本への依存度｣ 『ェコノミスト』 67

(ll), 1989.3.20

166. ｢フィリピン,ネグロス島の経済社会と国際協力｣ 『早稲田政治経済学雑誌』297-298号, 1989.

4
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167. ｢ネグロス島における自立と国際協力の展望｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 299号, 1989.6

168. ｢開発援助と自立-ODAを考える｣ 『世界』 533号, 1989.10

169. ｢21世紀の人口問題｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 300号, 1989. 10

170. ｢生命系の経済学と内発的発展論｣ 『人間･科学･宗教』龍谷大学350周年記念学術企画出版編

集委員会編,龍谷大学, 1990.3

171. ｢世界システム論からレギュラシオン理論へ｣ 『経済セミナー』 423号, 1990.4

172. ｢日本企業の多国籍化-アメリカ,ヨーロッパと比較した対外直接投資の理論的検討｣ 『早稲田

政治経済学雑誌』 301-302号, 1990.4

173. ｢現代世界経済の中でのイスラーム経済圏｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 303号, 1990.7

174. ｢開放政策を模索する北朝鮮一北の『閉鎖』は日本の閉鎖体制の裏返し｣ 『ェコノミスト』 68

(28), 1990.7.3

175. ｢地球環境と食糧問題｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 304-305号, 1991. 1

176. ｢開発協力における地方自治体の役割｣ 『平和研究』 17号, 1992

177. ｢日本企業のアジア太平洋投資｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 307-308号, 1992. 1

178. ｢経済発展理論の展開-シュンペーターからペルーへ｣ 『経済理論と計量分析』,大石･福岡編,

早大出版部, 1992.3

179. ｢東アジアの局地経済圏｣ 『ネットワーク』住友生命保険相互会社, 1992.9

180. ｢環境保全は人権から｣ 『中国新聞』 1992.6. 1

181. ｢北側の消費･寄生的生活を改めよ｣ 『毎日新聞』 1992.6.7

182. ｢世界の人口問題に日本が貢献する道『世界週報』時事通信社, 1992.6.8

183. ｢17年目の韓国｣ 『公明新聞』 1992.6.18

184. ｢東アジア地域協力が動き出した｣ 『世界週報』時事通信社, 1992.6.23

185. ｢『持続可能な開発』実現の条件｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 311号, 1992.7

186. ｢アジア太平洋時代と中国｣秀村欣二監修『文明の転換と東アジア』藤原書店, 1992.9

187. ｢仏国民投票後の欧州統一の行方｣ 『世界週報』時事通信社, 1992, 10. 13

188. ｢グローバリズムと地域経済圏｣ 『ジェトロセンサー』日本貿易振興会, 1992.12

189. ｢開発に脅された先住民族の権利要求｣ 『世界週報』時事通信社, 1992. 12. 1

190. ｢アジア太平洋経済と新国際分業｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 313号, 1993.1

191. ｢日本のNGOを成長させるには｣ 『世界週報』時事通信社, 1993.2.25

192. ｢開発協力に占めるNGOの役割｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 314号, 1993.4
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